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【活動の目標】 

知・技：写す角度や配置、拡大や縮小、光や陰影、時間の静止などに着目し、印象などをとらえ、カ

メラの特性を生かして表す。 

思・判・表：被写体の印象や瞬間の美しさなどをもとに、構図やシャッター速度などの効果を考え、

構想を練ったり鑑賞したりする。 

主：写真表現の特性を生かして表すことに関心を持ち、意欲的に取り組む。 

【 問 い 】 

・４月の初めに、「抱負」や「決意」というテーマで作品を作ることで、意欲を持たせる。 

（「問い」の工夫Ⅰ） 

・カメラ機能を使うことで、構想や構図を見える形にすることが容易である分、何枚も写真を取り直す

ことで試行錯誤することができる。（「問い」の工夫Ⅱ） 

今回 ICTを活用した場面 従来の活動 

B4 表現・制作 

chromebookのカメラ機能をつかって題材を表現す

る写真を撮影する。 

 

デジカメをグループで１台貸し出すなどして、複

数で共有する。 

C１ 発表・話し合い 

・出来上がった作品を相互鑑賞をする際、データ

をそれぞれの手元で見ることができる。 

・写真と、主題を１つのシートにまとめる。 

 

デジカメデータをプリントして、ワークシートに

貼り付け、作品を見せ合いながら相互鑑賞を行

う。 

【資料】作品例 

【ICT機器を活用する良さ】 

○一人一台持っているので、自分のタイミン

グで、様々な写真を撮って試行錯誤しやすい。 

○デジカメに比べ、画面が大きいので、どう

いう構図か確認でき、撮りながら調整できる。 

○写真を撮ったあと主題や、表現するための

工夫などが端末の中でまとめることが容易で

ある。 

 

【改善すべき点と原因および改善案】 

・普段写真を撮りなれているため、主題をも

とに撮るというより、見栄えのいい写真を撮

ることに意識がいっている。 

⇒原因 

 はじめに構想を練らずに、写真を撮ってみ

るところから始めたことで、考えが深まって

いない。 

⇒改善案など 

 撮りながらの試行錯誤も必要だが、まずは、

構想を練ってどういう構図でどんなものが対

象になると主題を表せるのかと言うことを考

える時間を確保する。 

 

美術科 ２年 

構図に思いをのせて 

担当 矢治朋恵 


